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1. 2022年3月期第1四半期の業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 1,703 16.9 400 17.2 401 17.2 249 15.4

2021年3月期第1四半期 1,457 23.8 341 14.6 342 15.2 216 15.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 25.72 ―

2021年3月期第1四半期 22.30 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 9,194 7,639 83.1

2021年3月期 9,478 7,483 78.9

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 7,639百万円 2021年3月期 7,483百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,300 20.2 2,400 10.9 2,400 10.5 1,488 11.5 153.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 9,687,400 株 2021年3月期 9,687,400 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 206 株 2021年3月期 206 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 9,687,194 株 2021年3月期1Q 9,687,248 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス

感染症の影響により景気は厳しい状況にあり、各種政策の効果や海外経済の改善もあって持ち直しの動きが続いて

いるものの、一部で弱さが増しており、依然として先行き不透明な状況で推移しております。 

 当社が属する出版業界におきましては、紙と電子を合算した出版市場（推定販売金額）は、プラス成長となりま

した。全国出版協会・出版科学研究所によると、2021年上半期（１月から６月まで）の紙と電子出版を合算した推

定販売金額は前年同期比8.6％増の8,632億円となり、その内訳は、紙の出版物については同4.2％増となる6,445億

円、電子出版については同24.1％増の2,187億円と、電子出版市場が順調な成長を続けております。 

 こうした環境の中、インターネット発の出版の先駆者である当社は、「これまでのやり方や常識に全くとらわれ

ず」、「良いもの面白いもの望まれるものを徹底的に追求していく」というミッションの下、インターネット時代

の新しいエンターテインメントを創造することを目的とし、インターネット上で話題となっている小説・漫画等の

コンテンツを書籍化する事業に取り組んでまいりました。 

 当第１四半期累計期間における書籍のジャンル別の概況は以下の通りであります。 

 

① ライトノベル 

 当第１四半期累計期間の刊行点数は46点（前年同期比５点増）となりました。各書籍の売れ行きにつきまして

は、2021年７月からTVアニメ放送を開始した『月が導く異世界道中』の最新巻を刊行し、当シリーズの新刊及び

既刊が好調な売れ行きを示しました。また、電子書籍につきましては、引き続き親和性の高い女性向け小説を中

心に好調を維持し、売上を牽引いたしました。 

 結果、当第１四半期累計期間の売上高は前年同期を上回る金額で着地いたしました。 

 

② 漫画 

 当第１四半期累計期間の刊行点数は前年同期を上回る25点（前年同期比１点増）となりました。シリーズ累計

600万部を突破した『ゲート』やTVアニメ化した『月が導く異世界道中』をはじめとした、ライトノベルヒット

作をコミカライズした人気シリーズの続刊が好調に推移いたしました。また、当ジャンルとの親和性が非常に高

い電子書籍につきましても、『異世界でカフェを開店しました。』等のロングヒットシリーズの最新巻配信等が

引き続き好調に推移し、売上は増加いたしました。 

 結果、当第１四半期累計期間の売上高は前年同期を大きく上回る金額で着地いたしました。 

 

③ 文庫 

 当第１四半期累計期間の刊行点数は前年同期を大きく上回る36点（前年同期比７点増）となりました。人気シ

リーズ『ゲートSEASON2』の文庫版を刊行し、同タイトルが当ジャンルの売上を牽引いたしました。また、第３

回キャラ文芸大賞の応募作から『恋文やしろのお猫様』を刊行する等、引き続き取り扱いジャンルの拡大及び強

化に向けた取り組みを積極的に実施してまいりました。 

 しかしながら、刊行計画の関係により、刊行書籍１点あたりの発行部数が前年同期より減少した影響から、当

第１四半期累計期間の売上高は前年同期を僅かに下回る結果となりました。 

 

④ その他 

 当第１四半期累計期間の刊行点数は前年同期と同数の４点となりました。強化中の絵本ジャンルからは、人気

絵本作家の新井洋行氏の新作『ものおもう』を刊行いたしました。また、当社Webサイトで200万PVを超える人気

ビジネス連載を書籍化した『仕事で折れない心のつくり方』を刊行し、ビジネス書の強化にも引き続き注力して

まいりました。 

 しかし、刊行書籍１点あたりの売上高は前年同期に一歩及ばず、当第１四半期累計期間の売上高は前年同期を

僅かに下回る金額で着地いたしました。 

 

 以上の活動の結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,703,187千円（前年同期比16.9％増）、営業利益は

400,016千円（同17.2％増）、経常利益は401,908千円（同17.2％増）、四半期純利益は249,182千円（同15.4％

増）となりました。 

 

 なお、会計方針の変更として、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当

第１四半期会計期間の期首から適用しております。このため、前年同期比較は基準の異なる算定方法に基づいた数

値を用いております。詳細については、「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご参照下さい。 
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（注）シリーズ累計部数：同作品の続編に加え、同作品の漫画及び文庫を含む。また部数は電子書籍販売数を含

む。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産 

 当第１四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末と比較して355,200千円減少し、8,748,003千円となりま

した。これは主に、仕掛品が増加（前事業年度末比29,558千円増）した一方で、売掛金が減少（同254,032千円

減）したこと並びに現金及び預金が減少（同159,564千円減）したことによるものであります。 

 固定資産は、前事業年度末と比較して71,115千円増加し、446,810千円となりました。これは主に、投資その

他の資産が増加（同47,299千円増）したこと及び無形固定資産が増加（同25,222千円増）したことによるもので

あります。 

 

② 負債 

 当第１四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べ434,363千円減少し、1,518,765千円となりまし

た。これは主に、未払法人税等の減少（前事業年度末比504,044千円減）によるものであります。 

 固定負債は、前事業年度末に比べ5,346千円減少し、36,904千円となりました。これは主に、長期借入金の減

少（同5,022千円減）によるものであります。 

 

③ 純資産 

 当第１四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ155,625千円増加し、7,639,143千円となりました。

これは全て、利益剰余金の増加によるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2021年３月期の業績予想につきましては、2021年５月13日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありませ

ん。 

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,088,469 5,928,904 

売掛金 2,659,929 2,405,896 

製品 193,359 196,758 

仕掛品 132,933 162,492 

その他 28,511 53,951 

流動資産合計 9,103,204 8,748,003 

固定資産    

有形固定資産 33,531 32,125 

無形固定資産 32,178 57,401 

投資その他の資産 309,983 357,283 

固定資産合計 375,694 446,810 

資産合計 9,478,898 9,194,814 

負債の部    

流動負債    

買掛金 51,600 51,017 

１年内返済予定の長期借入金 20,088 20,088 

未払金 577,343 572,921 

未払法人税等 666,783 162,739 

賞与引当金 44,139 11,763 

返品調整引当金 307,252 － 

返金負債 － 434,173 

投稿インセンティブ引当金 27,550 29,187 

その他 258,370 236,874 

流動負債合計 1,953,129 1,518,765 

固定負債    

長期借入金 37,252 32,230 

その他 4,998 4,674 

固定負債合計 42,250 36,904 

負債合計 1,995,380 1,555,670 

純資産の部    

株主資本    

資本金 863,824 863,824 

資本剰余金 853,824 853,824 

利益剰余金 5,766,272 5,921,898 

自己株式 △403 △403 

株主資本合計 7,483,518 7,639,143 

純資産合計 7,483,518 7,639,143 

負債純資産合計 9,478,898 9,194,814 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 1,457,553 1,703,187 

売上原価 344,400 421,595 

売上総利益 1,113,152 1,281,591 

返品調整引当金戻入額 339,621 － 

返品調整引当金繰入額 299,800 － 

差引売上総利益 1,152,973 1,281,591 

販売費及び一般管理費 811,740 881,575 

営業利益 341,233 400,016 

営業外収益    

受取利息 0 0 

前払式支払手段失効益 1,709 2,365 

営業外収益合計 1,709 2,366 

営業外費用    

支払利息 55 65 

その他 － 409 

営業外費用合計 55 474 

経常利益 342,887 401,908 

税引前四半期純利益 342,887 401,908 

法人税等 126,868 152,725 

四半期純利益 216,019 249,182 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

 これにより、従来は売上総利益相当額に基づいて流動負債に計上していた「返品調整引当金」については、返品

されると見込まれる製品についての売上高及び売上原価相当額を認識しない方法に変更しており、返金負債を流動

負債の「返金負債」として計上し、返品資産を流動資産の「その他」に含めて表示しております。

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

 この結果、当第１四半期累計期間の売上高が30,130千円増加し、売上原価が25,795千円増加し、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ4,335千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

93,557千円減少しております。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期財務諸表への影響はありませ

ん。

 

（追加情報）

（表示方法の変更） 

（四半期貸借対照表関係）

 前事業年度末まで貸借対照表において、流動負債に表示していた「ポイント引当金」は、内容をより明瞭にす

るため、当第１四半期会計期間より流動負債の「投稿インセンティブ引当金」として科目名を変更して表示して

おります。

 

（セグメント情報等）

 当社は、出版事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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